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能な一般的な思考に号号する研究が行われるO いわゆる、 「領域一般の思考研究j である。
例えば、問題解決を初期状態.s標状態・作用素・制約条件で表現し、一般的な問題解決
のモデ、ノレを提案したGPS(general problem solver，一般問題解決、ンステム)の研究 (Erns
t and Newell， 1969) を取り上げることができる。次に、私たちの思考は、なんらかの一
般的で、抽象的なルーノレを獲得して、それに沿って行われるのではなく、内容領域ごとの知
識に依存しているという観点(市川， 2001， p.5) に基づいた思考研究もある。いわゆる、
f領域固有の思考研究j である。例えば、現在持っている知的構造からは理解できない歴
史的な出来事を理解するために、知的構造を変化させていく過程を歴史的思考とみなした





















知識ばかりが強調され、暗記科目というイメージが強くなってしまった(井田， 2003， p.2 
6) 0 そして、このような地理科自のイメージを作り出した知識注入の学習方法が批判され
続ける中で提唱された、知識をどのように獲得し、どのように使いこなしていくかという、
思考の側面を強調した地理教育の概念として、 「地理的な見方や考え方j がある(井田， 2 









知識を、科学的な地理知識を理解する地理学習に取り入れようとする試み (Fien，1979; F 






























的な見方や考え方に関して、その先行研究(戸井田， 1999;吉田， 2001;井田， 2003;吉
田， 2008;秋本， 2009) と平成20・21年版の学習指導要領(文部科学省， 2008a;文部科学
省， 2009)の内容を検討してみると、 「地理的事象の把握j 、 「地理的事象を対象とする









問的潮流としては、実証主義地理学 (positivisticgeography) と人文主義地理学 (human




(Hol t -Jensen， 1981， p.98) 0 計量化による科学としての地理学を呂指した実証主義地
理学者は、集落の分布、都市構造、工業立地などに関する一般化されたモデ、ルを構築する
ために、地表面を等質的な表面 (isotropicsurface) としてみなした (Hollowayand Hub 





























化する方法は、 r ~思考の結果J を顕在化する方法j と r ~思考の過程』を顕在化する方
法j に分類することができるD この分類に基づいて、地理教育における思考に関する実証
研究(朝倉， 1952;石沢， 1953;斑目， 1958;尾崎， 1970;出石， 1970;鳥海， 1973a;鳥
海， 1973b;鳥海， 1973c;鳥海， 1973d;鳥海， 1974;鳥海， 1977;小松・望月， 1980;高














2003， pp. 16 -17) 0 そのうち、思考過程に関する情報を獲得するためによく用いられる方
法の一つは、発話に基づいて調査協力者の内的状態を探索することである (Ericssonand 
Simon， 1993， p. 1) 0 発話を用いて、思考過程を顕在化する方法のうち、 f発話思考法j
は、認知心理学の領域で人間の思考過程を研究する際に用いられる方法の一つであり、人
工的な状況の中での発話データの収集法として最もよく知られている(海保・原田， 1993， 
p. 82) 0 発話思考法とは、具体的には、調査協力者に課題を達成する潤に頭に浮かんだこ
とすべてを声に出して諾ってもらう、思考過程の顕在化の方法である(海保・原田， 1993， 








を補うために用いられた一般的な方法として、事後発話法 (retrospectivereport metho 
d)が発話思考法と併用されえることがある。例えば、スミードほか (Smeadet a1.， 198 

































































































明確化する必要がある(吉田， 2001， pp. 31 -33) 0 まず、学習内容としての地理的事象は、

















8， pp. 105 -106) によると、地理的見方・考え方・判断力は、 「準備J、 f基礎J、 「応



















え方の学習が成果を上げていると評価している(秋本， 2009， p.417) 0 そして、一般的共
通性や地域間の結びつきを問う問題の正答率が、想定した正答率より低い要因としては、
より発展的な地理的考え方についての学習が、高等学校を中心に行われていることを挙げ







である(戸井田， 1999， p. 13) 0 しかし、平成元年版の学習指導要領解説で示されている
地理的見方・考え方には、その意味内容として、技能の側面が含まれていなかった(戸井
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出 (2003，p. 50) によると、学習指導要領の地理的な見方・考え方は、地理学の中心的な
概念を含んだ学習内容で構成されており、必ずしも学習のフ。ロセスを含んだものではない。
したがって、学習者が、地理教育において学び方を学ぶためには、学習プロセスが考慮、さ










































は昭和44年版、高等学校の場合は平成元年版においてである(戸井田， 1999， p.10) 0 井





た(井田， 2003， p. 38) 0 また、学習指導要領の地理的な見方や考え方が抽象的に示され









構成内容 シ ノ λ 〆〆ノノ ノ ノ ノ γムー グ一r〆M入ノ ノ〆Yυ 、ノ
どこに、どのようなものが、どのように広がっているのか、諸事象を位置や空


















(文部科学省， 2008b， pp. 20-21 ;文部科学省， 2010， p.83， p.99) 
17 
して挙げられている(文部科学省， 2008a， p.17 ;文部科学省， 2009， p.26， p.28)。さら
に、平成20・21年版の学習指導要領の解説では、 f地理的な見方や考え方j が詳細に説明




































































① f地理的事象の把握」とは、 「地理的事象に含まれている情報を把握することj であ
?
②「地理的事象を対象とする因果関係の考察j とは、 r ~地理的事象の把握』から獲得
した情報に基づいて、諸地理的事象の問に存在する『因果関係を発見』したり、諸地
理的事象に既知の『因果関係を適用』したりすることjである。



















(大平， 1999， p.33)や知識構造のモデ、ノレ (Bower，1991， p.47)が提案されていることは、
その裏づ、けのーっと考える。同様に、学習者が行う地理的思考には、科学性だけでなく、
主観性も向特に反映されることが考えられる。学習者の主観的な地理知識を、科学的な地





































pirical questions)が科学的研究の対象としてみなされた(託olt-Jensen，1981， p.76) 0 










n， 1970， p. 92 ;中山， 1971， p. 105) 0 当時、古いパラダイムとしての地理学は、場所の
特殊性を説明するために多くの概念と原理を使用する学問であった(菊地， 1976， p.73) 0 
実証主義地理学者は、この古いパラダイムから、科学としての地理学という新しいパラダ
イムへの転換を自指すために、一般化された理論やモデ、ルの構築を学問的な呂擦として掲
げた(自01t -]ensen， 1981， p.98) 0 地理学の新しいパラダイムは、北アメリカ、イギリ
ス、ヨーロッパの地理学界に広まり、実証主義地理学は、 f新しい地理学j と呼ばれた





p. 151) 0 1950年代に起こった計量革命によって、計量化は、地理学の科学性を高める最良
の手段として位置づけられ、実証主義地理学は、急速な発展を遂げた(森)11， 2004， p. 5) 0 
計量的な手法が地理学に導入されたことにより、地理学の中で、社会科学の共通の概念や
言語が使用されるようになった。それによって、地理学は当時の学問的な孤立状態を打破
することができた(森)1 ， 2004， p. 9) 0 さらに、実証主義地理学は、測定可能な諸要因の
関係によって成り立つ地表面としての空間という、当時としては新しい空間や空間分析の
概念を引き出すための土台を提供した (Hubbardet a1.， 2002， p. 31) 0 
新しい地理学と呼ばれた実証主義地理学は、 1950年代から1960年代にかけて地理学界を








1， p.80) 0 このように、科学者の研究には、人間の主観的な要素が反映された多様な側面





面を等質的な表面 (isotropicsurface) としてみなした (Hollowayand Hubbard， 2001， 
p. 10， p.67) 0 等質的な表面とは、あらゆる地理的事象が均等に分布されている仮想的な
地表面である。しかし、地表面は、さまざまな自然条件を有しているだけでなく、そこに
は、いくたびも変遷してきた歴史を持つ多くの人間集団や個人による変化が積み重ねられ





れた (Hollowayand Hubbard， 2001， p.11) 0 しかし、聖なる土地の周辺では、工場や汚
水処理場などの設置は、敬遠される傾向が見られる(森川， 2004， p. 16) 0 また、本来経
済人として行動する企業家さえも、愛する郷里の発展を祈念しまた郷里に錦を飾るべく、









ち出した一群の地理学者たちが現れ始めた(Johnstorし 1997，p.175) 0 そして、その地理
24 
学者たちによって創られた地理学の学問的潮流は、人文主義地理学という名で定義された
(Entrikin， 1976， p.616) 0 人文主義地理学者の考えは、主体との関係から自由な客体は
存在しない、という前提に基づいていた (Leyand Samuels， 1978， p.11) 0 すなわち、も
の、人、出来事を含めた世の中の全ての客体は、考える、そして感じる主体である人間の
解釈を通じて、初めて意味を持つことになる (Rose，1993， p.51) 0 このような考え方に
基づいた人文主義地理学は、実証主義地理学を人間不在の地理学として批判しながら、




な認識論としては、実存主義 (extentialism) と現象学 (phenomenology)がある。
まず、実存主義で、人間と泣界の関係を理解するために最も重要な概念は、 「世界に実存


















































者の集団で用いられる概念や用語に入れ替わるからである (Rowles，1980， p.69) 0 また、
その入れ替えは、世界における人間の経験とは何かを決めるための研究上の操作的な定義








































































































































第4項場所の f科学的な意味づけj と f主観的な意味づけ」
ある対象を科学性に基づいて理解することは、他人によって真偽が試されたり、再現さ
れたりすることができる、その対象に関する一般化や仮説を求めることである (Buttimer
1976， p.282) 0 一方、あるものを主観性に基づいて理解することは、個人の私的で独特な













































ては、場所に対する特別な感情である場所感 (Tuan，1977， p. 183)、美的・感性的な没入












977， p.162) 0 そして、映画の舞台になった場所を尋ねる人々は、自分が見た映画の場面
を想像しながら、物理的な場所とは異なる場所を楽しむことができる。また、子どもにと
って、母親はかけがえのない逃げ場として認識されているように、人も場所として認識す











近代地理学の先駆者と呼ばれているフンボルト (Alexandervon Humboldt) とリッター
(Car 1 Ri tter)により，地理学は一つの独立した学問として成立した。それ以来，地理学
の本質に関する議論は、地理学の発展とともに続いてきたが、 20世紀前半の地理学本質論





然と因果的に関係している人文事象で、あった (Schluter，1906， pp.8 -10 ;手塚， 1991， p 
p. 202 -204) 0 しかし，自然と人間の関係を因果関係に基づいて研究するということは，
34 
人文地理学が取り扱わねばならない事象を限りなく膨張させた (Schluter，1906， p. 11 ; 
手塚， 1991， p.205) 0 その結果，地理学をあらゆる雑多な断片的知識の単なる寄せ集め以
外のものとして想像しえない人が多いことも 驚くにあたらないのであった (Schluter，1 
906， p. 1 ;手塚， 1991， p.200) 0 このように、地理学において研究対象が限りなく膨張す
る問題は、本研究における限りなく膨れ上がる場所の形態としづ問題に類似する。地理学
のこの問題に対してシュリューターは、全てのものに地理的条件の影響を探し、そして見









3， p.74) 0 地理的なものは、領域的なものであるかぎり、必然的に形態を持つはずであり
(水津， 1984， p. 161)、シュリューターにとってはそれが景観であった。また、形態を持
つ地理的なものは 地理学者が感覚的に捉えることができるから意味を持つものである
(水津， 1984， pp. 158 -160) 0 景観に関するこのような考え方は、文化地理学の創始者と












































( 9 a )類似の歴史的伝統が存在、作用している領域。ラントシャフト
(4 )の特殊ケースとして捉えることができる。
( 1 0) コミュニケーション障壁の存在などにより、空間的に分断された





























( 2) ) 0 このようなシュリューターの考え方だけでなく、人文主義地理学でも、景観は、
場所を特徴付ける視覚的情報とみなされていた (Relph，1976， pp. 30 -31) 0 さらに、地
理学は、非常に視覚的な学問であり、見ることが環境に関する情報源として優先されてき





景観は、サウンドスケープ (soundscape; Smi th， 1994) とスメイルスケープ (smellscap
e ; Porteous， 1985) として呼ばれている。人々が経験する景観は、視覚的情報だけでなく、
景観の中で存在する多様な種類の情報が総合された形で認識されると考えられる。すなわ
ち、景観には、人聞が五感を通して感じ取る多様な情報が含まれているといえる (Bingley





























003， pp. 334 -340) は、質的な研究方法を用いて、感覚情報の経験を媒介として形成され
ている、調査協力者の自我と景観との関係を景観の触覚的情報に焦点を当てて明らかにし








っかÓlダ1;1、政い Lベ広三f~庖ご L、原/;10のやjご LょっぷfJtd;容の身舎を残L で、必げ
でいぐ。
Chosun. coι 2012. 04. 19， r 1苛綾:#/;，顔)3ンFク，ポ、クずクゴンレ・マクノルE


























本項では、ジャックソン (Jackson， 1994) とポコック (Pocock，1996)の景観研究に
基づいて、第2節で明らかになった場所の意味づけの分類が場所の一形態である景観にも
適用できるかを検討する。
ジャクソン (Jackson， 1994)は、先史時代のフ。エブロ・インディアン (PuebloIndia 
n) の住居景観に関する分析を行った。ヨーロッパと米国における考古学者は、過去500年
以前には人間の住居において注罰するほどの進化は見られないと主張している(Jackson，




切り離そうとする、反自然環境的な試みとしてみなすことができる (Jackson， 1994， p. 3 
40 
写真2 プエブロ・インディアンの住居景観
(Jackson， 1994， p.31) 
7) 0 土地固有の景観 (vernacularlandscape)は、反自然環境的な試みを通じて変化して
きた側面がある。しかし、ブ。エブロ・インディアンの住居地の景観には、反自然環境的な
試みが見られなかった(Jackson，1994， p.37) 0 したがって、ジャクソンは、反自然環境
的な試みが行われる前の土地国有の景観であるという意味で、プエブロ・インディアンの
住居地を「土地図有の景観の原形 (proto-vernacular landscape) と定義している (Ja



































あるギャリリー礼拝堂 (GalileeChaple) を対象として景観観察を行った(第4図) 0 ポ
コックは、景観への感性的な没入を通して感じ取る景観の印象を重視する立場に立ってい





多を多ぐの窓をiffj~ でλ -3x/;1、ギャグ グーヂL序堂の石造物の美~ðと石の施枠三Fを

























意味づけとしては、 「地理的事象の把握J、 「地理的事象を対象とする因果関係、の考察j 、
43 
f科学的な研究のプロセスj に基づいた場所の意味づけがある。場所の主観的な意味づけ
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第5図 ホルベイン (HansHolbein， 1497 -1543)の「大使たちj
(The Ambassadors， 1533) と絵の下段部に捕かれている骸骨





et a1.， 1977， pp. 91 -92) 0 すなわち、油絵の中で象徴性を含んでいる対象が、事実的に
描かれると、人聞が想像力を駆使し、自分の意味を作り出して楽しむ余地がなくなること
を意味する。例えば、ホルベイン(託ansHolbein， 1497 -1543)の「大使たちJ (The Amba 
ssadors， 1533)は、高い実物感が強調された油絵として知られ (Bergerθta1.， 1977， p. 














































るO そして、 「既に知っている景観Jは、 「既知の景観j とする。以上を整理すると、意







れていた (Relph，1987， pp.26-35) 0 そして、ヨーロッパと異なる米庖の都市景観を演
出した特徴的な建築物としては、高層ピルが取り上げられている (Relph，1987， p.45) 0 














1876年のマンハッタン (Manhat tan) 
1931年のマンハッタン (Manhat tan) 
写真3 米国のマンハッタン (Manhat tan)のスカイラインの変化
(Relph， 1987， p.46) 



















観研究で、しばしば自にすることができる (Mitchell， 1993; Vogeler， 1996; Cosgrove， 






ジャクソン(Jackson， 1994)は、 トレーラー (trailor)の景観を対象とする分析を行







した (Foster，Jr.， 1980， p. 276) 0 それ以来、米国人口の半分がトレーラーに暮らすこと
になる (Babson，1936， p. 10) という予測ができるほど、 トレーラーを継続的な居住地と
して利用するライフスタイノレは、都市および農村で急速に広まった。しかし、 トレーラー
に暮らしている人々に対しては、低所得層、低い教育水準、失業などとしづ社会的に否定
的な認識が強くなった (Harry，2004， p.213) 0 例えば、 トレーラーで暮らしている人々
は、類似ホームレスの状態 (quasi-homelessness) に陥っているとみなされていた (Milbo
urne and Cloke， 2006， p.48)oそれに伴って、 トレーラーの景観に関しでも、見苦しい、
50 
1980， p.277)0 {列不健全、やかましいなどという否定的な印象が広まった (Foster，]r.， 
(tra トレーラー・トラッシュ(trailer park)、トレーラー・パークトレー ラ一、えば、
マス・メディアを通じて否iler traslすなどといったトレーラーの景観に関する用語は、






























② f地理的事象を対象とする因果関係、の考察j に基づいた景観の意味づけとは、 r W地
理的事象の把握』から獲得した情報に基づいて、諸景観の間に存在する『因果関係を
発見』したり、諸景観に既知の『因果関係を適用JしたりすることJである。















































berg， 2003， pp. 10 -11) 0 このような背景を踏まえて登場した認知心理学は、 1960年前後
に、コンヒ。ュータの発達に影響を受け、急速に広まっていた(市)1，2001， p.3) 0 それ以
来、認知心理学では、思考を説明するための概念が数多く提案されてきた。本研究では、




































たしている (Shanand Miyake， 2007， p.1) 0 作動記憶の代表的なモテ、ノレとしては、バド





な現象を説明するための直感的で分かりやすい枠組みを提供する (Craikand Lockhart， 1 
972， p. 673) 0 バドリーのモデルが提案されて以来、作動記憶に隠する研究は数多く行わ














































1項では、活性化拡散モデル (spreading-activation model ; Collins and Loftus， 197 
5) と感情ネットワーク・モデノレ (associativenetwork model ; Bower， 1981; Bower， 199 
1)を参考にし、 「概念・感情ネットワーク・モデノレ」を構築する。第2項では、第1項の






(Lachmanθt a1.， 1979， p. 325) 
コリンズとロフタス (Co11ins and Loftus， 1975)は、コリンズとキリアン (Co11ins
and Qui 1 iarし 1969)の初期意味ネットワーク・モデ、ルを改良し、活性化拡散モデ、ル (spr
eading-activation mode1)を提案した。活性化拡散モデノレは、人間の記憶に関する多様な






















ると、集合の他の概念の処理が促進されることである(川口， 1997，p.54) 0 例えば、単
語の真偽を判断する課題で、意味的に連想関係にある iBreadJと iButterJの単語のぺア




er， 1981; Bower， 1991)は、活性化拡散モデルに基づいて、感情ネットワーク・モデル
(associative network model)を提案した(第9図) 0 感情ネットワーク・モデノレは、感
61 
情が思考に及ぼす影響を説明できた(池上， 1999， p. 102) と評価されており、ネットワー
ク型の知識構造、活性化による情報検索の原理などといった活性化拡散モデルの基本アイ






























































的構造の変化は、次の三つに分類することができる(第 10図) 0 まず、一時的なリンク
が、概念・感情ネットワークに定着する場合である。この場合、外部から入ってきた新し
い情報と一時的なリンクは、概念・感情ネットワークの新しいノードとリンクになる(第




同士の関に新しいリンク、もしくは追加のリンクが形成される(第 10図の②と③) 0 こ
のような内的構造の変化は、概念・感情ネットワークの精激化と呼ぶことができる。最後
64 




出されたりする。処理水準は、次の二つに分類することができる (Craikand Lockhart， 1 









































and Abelson， 1977， p.41) 0 人間の知識の一部は典型的な状況と、それにともなうルー





















































思考は、 「思考の過程j と f思考の結果j に分類することができる。ゆえに、思考を顕
在化する方法、すなわち実託研究における思考に関するデータの収集方法も、 r W思考の































































ータの収集方法としては、評定尺度法調査と自由連想法務査が用いられた(吉田， 2002， p 

























2003， pp. 16 -17) 0 そのうち、思考過程に関する情報を獲得するためによく用いられる方
法の一つは、発話に基づいて務査協力者の内約状態を探索することである (Ericssonand 
Simon， 1993， p. 1) 0 エリックソンとサイモン (Ericssonand Simon， 1993， p. 16) によ




が低下する傾向がある (Newelland Simon， 1972， p. 184) 0 したがって、現在行われる思
考過程に関する直接的なデータを獲得する擦には、問時発話が用いられる。
同時発話が用いられる思考の顕在化の方法としては、 f発話思考法 (thinkaloud meth 
od) Jがある。発話思考法とは、調査協力者に課題を達成する間に頭に浮かんだことすべ
てを声に出して語ってもらう、思考過程の顕在化の方法である(海保・原田， 1993， p.8 
2) 0 発話思考法によって獲得される発話は、問題を解決するために行った思考過程に関す
るデータとして活用することができる (Offredyand Meerabeau， 2005， p. 56) 0 発話思考
法は、認知心理学の領域で人間の思考過程を研究する際に用いられる方法の一つで、あり、
人工的な状況の中での発話データの~又集法として最もよく知られている(海保・原田， 199 

















程に変化を起こすことが考えられる。エリックソンとサイモン (Ericssonand Simon， 199 









要がある (Young，2005， p. 20) 0 発話思考法から獲得したデータは、高い信頼性を保障す
ることが難しい。しかし、言語に変換される必要がない思考過程が語られる場合、研究者
は、発話思考法を用いることによって、現在行われている調査協力者の思考過程に直接に
触れることができる (Lundgren-Laineand Salantera， 2010， p. 567) 0 それによって、発
話思考法は、思考過程に関するの豊富なデータを提供する (Branch，2000， p.374) 0 した
がって、発話思考法は、研究の初期段階で活用されることによって、乏しい理論的な枠組
















(Somerenθt a1.， 1994， p. 41 -48より筆者作成)
ゾンマレンほか (Somerenθta1.， 1994， p. 41 -48)によると、一般的に、発話思考法
の手続きは、環境整備、教示、練習、発話思考、書き起こし、事後調査という六つの段階

















































1993， p.80) 0 頭に浮かぶことをそのまま口に出すという行為は、一種の技能であり、教
示を理解しただけでは不可能な場合がある(権保・原田， 1993， p.89) 0 しかし、これは
短期間の訓練によって相当の向上が得られるので、本調査の前に発話思考法の練習試行を



































長所がある (Pressleyand Afflerbach， 1995， p.2) 0 また、思考が行われると同時に語
られる同時発話は、作動記憶で処理されている情報を明らかにすることによって、思考過




























計63名で、あった(平井， 2000， p.76) 0 務査協力者には、 9つの問題場面が提示され、発話
思考法を用いながら調査問題を解決することが求められた(平井， 2000， pp. 76 -77) 0 調




次に、 「発話思考法が、 『学習方法』として用いられた研究j では、発話思考法が、学




に漸進的に熟達できるように、 10偲の段階として構成されていた (Baumannet a1.， 1993， 
pp. 187 -188) 0 この授業で強調された点は、文学作品を読む際に発話思考法を用いること
によって、自分の思考をそニタリングする能力を育てることであった (Baumannet a1.， 1 
993， pp. 184 -187) 0 具体的には、自分が理解した内容が理にかなっているかを、声に出
しながら自分自身に問し1かけることであった。また、バウマンほかは、 10個の段階のうち、
三つ自の段階を小学生4年生を対象に実践し、その過程を報告した (Baumannθta1.， 1993， 
pp. 188 -191) 0 その過程では、学習者が自分自身に間し1かけることによって、自分の言葉
で文章を再構成する方略、ストーリーの展開を予測してみる方自各などが用いられていた。
最後に、 「発話思考法が、 『研究方法Jと『学習方法』、両方のために用いられた研
























めに活用される一般的な方法としては、事後発話法 (retrospectivereport method) を発
話思考法と併用することが挙げられる。ここでいう事後発話法とは、調査協力者が、調査
の藍後に問題解決の過程で、行った自分の思考過程を想起し、報告する諦査方法である。例
えば、スミードほか (Smeadθta1.， 1981)やヤンとシ (Yangand Shi， 2003)の研究が
あげられる。
















































上の枠組みとしては、 「専門家と初心者の比較j がある O 例えば、佐藤ほか(1991)やホ
ンとリュウ (Hongand Liu， 2003の研究を挙げることができる。
佐藤ほか(1991)は、教師の思考過程に着目し、その専門性に関する研究を行った。調
査対象としては、小学校の熟練教師と初任教師がそれぞれ5人ずつ選ばれた(佐藤ほか， 19 









ホンとリュウ (Hongand Liu， 2003)は、パソコンのブロック・ゲームにおける専門家
と初心者の思考方略の比較研究を行った。調査対象は、小学生76名であり、調査のブロッ
ク・ゲームをクリアするまでの所要時間とブロックを動かした回数によって、初心者と専
門家のグ、ノレー フ。に分類された (Hongand Liu， 2003， p. 248 -249) 0ブロック・ゲームの
内容は、画面に提示されたいくつかのブロックの内、最も大きいブロックを特定の地点ま
で運ぶために、諸ブロックを動かすことで、あった (Hongand Liu， 2003， p.249) 0調査協
力者の思考に関するデータを獲得するために、ビデオ撮影と共に発話思考法が用いられた
(Hong and Liu， 2003， pp.247 248)0収集された調査協力者の発話は、どのような思考
方略を用いたかを明らかにするために用いられた。発話の内容から明らかになったことは、
専門家は論理的な推論を用いるが、初心者はトライ・アンド・エラー (tryand error)の












































































































































い問題に該当する。また、 「間2J、 「問4-問6J、 r FI:t~10 J、 「間18-問20Jの8偲の問
題は、一般的に大学生が間違いやすい問題に該当する。この基準に基づいて、 250名の質問
紙調査の結果を選別した。すなわち、 「問1J、 「問3J、 f間7-問9J、 「問11-間17J
の12個の問題に関しては、正解を出した反面、 f間2J、 「問4-問6J、 「間10J、 「間18
-間20Jの8個の問題に関しては、誤答を出した学部生が選ばれた。また、選ばれた学部生



























きる利点がある(黒崎， 2001， p.48) 0 したがって、景観写真は、社会科教育や地理教育
の場において視覚教材として大いに利用されるている(石井， 1988， p. 15) 0 しかし、提
示された景観写真の受け手は、撮影者の意図を正しく、完全に読み取っていくことが困難

























































































撮影日付:2004. 5. 21 
写真2-2.カンボジア王国のトンレサップ湖









































浦項製鉄所と呼ぶ)J 、 「日本の広島県にある原爆ドーム(以下、原爆ドームと呼ぶ)J 、
「ペルシア湾の海岸にあるドバイで行われる開発(以下、 ドバイの開発と呼ぶ)Jの三つ





























の所要時間は、 2 調S5 アンケート
時間10分-2時間 調S6 単独遂行(発話思考)
20分-30分
30分 務旬、誠S6 協同遂行 30分
務S3、議S4
調S5、預S6 全員の協同遂行 30分
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本研究における地理的思考とは、 r ~景観』に『意味づけ』を行うことによって、 『未
知の景観』を『既知の景観』に、 『既知の景観』を『より意味豊かな景観』に『変化』さ
せる思考j である o 未知の景観j とは、思考主体が始めてであった景観でおり、 「既知




としては、次の三つがある。 r地理的事象の把握j 、 rt也理的事象を対象とする因果関係




②「地理的事象を対象とする因果関係の考察j に基づいた景観の意味づけとは、 r ~地
理的事象の把握』から獲得した情報に基づいて、諸景観の間に存在する『因果関係を
発見』したり、諸景観に既知の『因果関係を適用』したりすることj である。




次の五つがある。 r意図j 、 「感情J、 「思い出」、 f美的な経験j、 「地理的想像力」
という五つの項呂に基づいた景観の意味づけである。各々の定義は、以下の通りである。


















I 番号ど λ ソ γι イ〆 Jυ ノー ッυ〆 dーγh ムノ ク〆 発話内容;μ 日 μ 〆〆υ
調S2_024 えーと、最小のやつで、すよね、東海市の
調S2_025 付近の写真 . 

























































の③) 0 そして、なぜそのような住宅が表れたかを気候との f因果関係の発見j に基づい
て見つけ出した。また、以上の意味づけは、務S2、調S4、調S5の場合は、知らない景観を
対象として行われていた。したがって、調旬、調S4、調S5の事伊jから、 「未知の景観j を
対象とする f地理的事象の恕握j と「地理的事象を対象とする因果関係の考察j に基づい
た景観の意味づけが存在することが明らかになった。
第5表 単独・協同遂行における調S1・S6の発話の一部















(協 SlS2_138 (S1) ドパイは、石油だから、で、その、多分、韓国もその結構石油. . 
(S1) -・石油は、製鉄所で、使っている石油っていう















注) (協)は協同遂行の発話、 i . Jは省略された発話番号と発話内容 (筆者作成)









(第5表の②の調印 076・077) 0 
上述の発話データの分析結果は、次のようである口調Slは、 「ドバイの開発j と「原爆
ドームj の景観写真の潤に関係を作り出す際に、 ドバイの景観から都市の立地に関する
「士也理的事象を把握j した(第3間;第5表の①) 0 そして、なぜそこに立地しているか
を輸出との「因果関係の発見j に基づいて見つけ出していた。調S6は、 「原爆ドームj と
「浦項製鉄所Jの景観写真の聞に関係を作り出す際に、広島の原爆ドームに関する新しい
f地理的事象j の情報を見つけ出していた(第3問;第5表の②) 0 また、以上の意味づ
けは、調Slと調S6の場合は、知っている景観を対象として行われた。したがって、調Slと






















(協)S3・4・5・6_18 (S6) ・・・・・・あとトンレサップ湖の家が青で、すごい④ 京奇麗でした、締麗です
(協)S3・4・5・6_19 (S3・4・5・6) (笑い)






















の試みは、調S2にとって、 「真面目ではないものj 、もしくは、 「冗談Jとして認識され
ていた。さらに、協同遂行でも、このような誠S2の試みが両調査協力者に重要ではないも


































象として行われた。したがって、以上の事例から、 f未知の景観j と f既知の景観j を対
象とする「科学性を追求する観点j に基づいた景観の意味づけが存在することが明らかに
なった。
以上、景観の科学的な意味づけの分析結果を整理すると次のようである(第 16図) 0 
地理的思考の理論的な枠組みで整理した「景観の科学的な意味づけj の三つの項目のうち、





























⑤ 調S3_229 ま、 (浦項製鉄所の上の)空のうち、 9割ぐらいは、雲で覆われていますね・・






注) (協)は協同遂行の発話、 r . Jは省略された発話番号と発話内容(筆者作成)
調S4は、 「東海市」の景観写真から、破棄物や工場廃水、油によって、海が汚染されて
いる可能性を読み取っていた(第 1潤;第7表の①) 0 rトンレサップ湖j の景観写真か
らは、水の色が茶色で、あることから、写真の水が汚染されている可能性があることを予想












上述の発話データの分析結果は、次のようである。調印は、 「東海市j 、 「トンレサッ















知らなかったので、 トンレサップ湖の景観は、 「未知の景観j であった。反面、原爆ドー
ムは知っていたので、原爆ドームの景観は、 「既知の景観j であった。したがって、調S4



















































































注) r. Jは省略された発話内容 (筆者作成)
調Slは、 「東海市j の景観写真から、空の風景を確認し、その風景が好きであることを
述べていた(第 1間:第9表の①) 0 インターネット検索が活用される前には、景観写真
から獲得できる情報以外に、東海市の情報に関する発話は表れなかった。
調印は、 「浦項製鉄所j と「原爆ドームj の景観写真を見る擦に、自分が好きなスポー




























注) r・j は省略された発話内容 (筆者作成)
調S5は、 「浦項製鉄所j の景観写真を見る擦に、写真の景観が締麗であると述べていた
(第3間;第 10表の①の調S5_096) 0 また、浦項製鉄所に関しては、高校で勉強したこ
とがあるとしづ発話が表れた(第3間-第 10表の①の調S5_160) 0 
調S6は、 「東海市j の景観写真を見る際に、景観に含まれている海と空の色を確認した




























ていた(第3問;第 11表の①) 0 その際には、祖父と一緒に原爆ドームに行ったことが










































































を「既知の景観j に変える意味づけでは、「未知の景観Jまず、みたい(第 17図) 0 
という三つの項目に基づいた景観の意味づけが存在






↓ ? 〉 〈 ? ↓ ? ↓? ? ? ? ? ?
「女子みj、
















景観j であることを意味するので、 「未知の景観j を対象とする「思い出Jに基づいた景
観の意味づけは存在しないことが考えられる。次に、 「既知の景観j を「より意味豊かな
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務S2_125 あの、ものとしてみてるふうには、伝わってきますよね、うん. . 
言局S2187 最初の印象だと、ま、アフブホアノレ、これも最高級のホアノレだ、し
調S2_188 えー と、 ドパイビ、ルなんかも象徴だ、よね、 ドバイの繁栄の
調S2204 ニっとも
言周S2_205 観光地あるいは観光地になりうるような資源を持っているものですよね
注) I・j は省略された発話番号と発話内容 (筆者作成)
調S2は、 「ドバイの開発j の景観写真からブルジュ・ドバイ・ビ、ノレが世界で、最も高いど
ノレで、あることとブノレジュ・アノレ・アラブ・ホテルが最高級のホテルであることから、その
二つの景観を、 ドバイの発展を象徴するものとして把握した(第3間;第 13表) 0 しか
125 

















































































は、調査問題2の「東海市j と fトンレサッフ。淑j の景観写真を比較する際に、 トンレサ
ップ湖はメコンJ1の逆流によって季節による水位の変動が激しいので、水の災害を避ける







を確認した(第 1問・第 14表の③)。次に、 「カトマンズ、の水田j の景観から、棚田は
傾斜面に作られているので、田んぼひとつ当たりの耕地面積が少ないことを見つけ出した
(第2潤;第 14表の④) 0 最後に、カトマンズの棚田と同様に傾斜面に作られている東
海市の住宅地も、家一つ当たりの敷地の面積が小さいことを推測していた。また、 「浦項
製鉄所j と「ドバイの開発j の景観写真からは、滞項製鉄所とドバイが、海岸に位置して







握し、そのような住居様式の形成要因を見つけ出していた(第 14表の①) 0 そのあと、
調査問題2で再び登場した「東海市j の景観を他の景観と比較する際に、水害という手が






















トj とみなした(第2章の第4節参照) 0 したがって、調印が f浦項製鉄所j と「ドバイ

































































長|.~砂。.~争φ.・4砂・.. . . . 












-図の中の「・ j は、景観の「科学的な意味づけj の発話が表れた発話番号でお

























































































































調S2_085 浦項、ま、そうね、ぱっとみたところでは、えーと、なんだろうな、締麗に輝いている . 
誤S2_187 最初の印象だと、ま、アフブ〉ホアノレ、これも最両級のホアノレだ、し

























③ 言周S5_096 (~甫項製鉄所が)輝いているな、すごく締麓調S5_097 明かりが
注) r. Jは省略された発話番号と発話内容 (筆者作成)
調S2は、 「浦項製鉄所j の景観写真を見た際に、製鉄所の景観が締麗であると述べてい


























本研究では、クレイクとロックハート (Craikand Lockhart， 1972， p.676)が提案し
た処理水準の概念に基づいて、景観情報に対して、より多種の意味づけが、より多く行わ






















まず、 f景観の科学的な意味づけj としては、 「地理的事象の把握j 、 「地理的事象を



















次に、 「景観の主観的な意味づけj としては、 「意図j 、 「感1育j、 「好みj 、 「思い


















































発達に重要な役割を果たす (Bloom，1993， p. 3) 0 特に、多様な通信機器の発達によって、
他人と接する機会が増えた現代社会では、自分の意見を適切に表現する能力の重要性が増
しているといえる。このような現状を反映し、平成20・21年版の学習指導要領(文部科学
省， 2008a， p. 1 ;文部科学省， 2009， p.1)には、学習者の表現力を育成することが一つの
教育目標として、取り上げられた。これを受け、中学校社会科の地理的分野と高等学校地
































































































ついて教育課程の実施状況調査を行った(中村， 2009， p.47) 0 地理の勉強が好きだj
144 
という質問に対して、 fそう思うJは1-2害IJ足らず、 「そう思わないj と「どちらかと言












19世紀ドイツで現れた美的地理学(山野， 1998， p.183)、 ドイツの景観論における代表的
な地理学者であるシュリューター (Schluter，1906)、文化地理の創始者と呼ばれている



















考とは、 i W景観』に『意味づけ』を行うことによって、 『未知の景観』を『既知の景
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2 I調 Sし055I番やりかけて 3番とか行ってもいいんでしったけ、あっ、 2番をやってる最
中に 3番に飛んでるもいい




(05:30) えー と、 QuestioS3ですけど
fインター求y声援ダノえーと、とりあえず、 GoogleMapあった、東海と
いうことは、ここら辺にあるはず、ソワノレ、浦項、浦項、江原道だ、つけ、











































2 I 調 S2_153 えーと、さらされるっていう、水の水位と逆流のあれがあるから
発話データ 13



























































2 調 SlS2_065 (S2)そういう感じのものを考えて、悩まされるっていうのは、さっきの斜面の家が張り付いて、下のほうになし1からそうなのかな、かつてに
発話データ 17
(S2)まν木がたくさんあるからさ、

























































































































































































































2 I 誠 S5S6_058 も、そんな感じの、パステノレ・カラーっていうか、明るい色で、目立
つ感じでした
発話データ 61
発話データ 62
発話データ10:協同遂行における調査協力者S3・S4・S5・S6の発話データ
S3・4・5・601 
(00: 00) 
S3・4・5・602 
S3・4・5・604 
S3・4・5・605 
S3・4・5・606 
S3・4・5・611 
(S3) 午前中に、こっちで言ったことを言えばいいよね、多分、じ
ゃ、まず、僕、僕がとりあえずぱっと見て思ったのが、画面全体が、
青、きれいな青でっていうのが、まず、一発自の印象で、船があっ
て、車もあって、多分このピンク色の看板みたいなのが、多分ノくス停
だと思ったので、パスも来て、いろいろな交通手段が、ここでは、で
きるのかなと思いました、あとは、なんだろうな、建物が白い壁で統
一されているって言うのも感じましたし、あとよく分からなかったの
が、ここ、ここの続いているのが、橋が繋がっているのか、陸地がず
っとここまま繋がっているのかっていうのが、なんだろうなと思った
のが一つですね、あとなんか言ったか俺、なんだろうな、あとは、な
んだろう、今思ったのは、雲が少なくて、太陽の日差しがすごく強く
当たってて、ま、色が鮮やかなのは、そのせいなのかなとも思いま
す、 S4さんどうぞ
(S4)私は、この船がいっぱいあって、この船的なものって、あんま
りきれいなやつじゃなくて、ビ、ニーノレみたいなのが被ってたりするか
ら、なんか、破棄されているものとか
(S4) あとは、船だから、多分漁業か何かに使うと思うんだけど、な
んか使い古されている感じなのかなとか思ったのが一個と、あと電線
が通っているから、ある程度電気とか使えるのかなみたいなのと、あ
とは何だっけな、なんか明らかに人が何かしているそうな風景なの
に、写真の中に、人がほとんど写りこんでなし1から、なんか生活環み
たいなのが薄いなみたいな、なんか退廃的なものを感じるかなみたい
な感じで、なんかこの山じゃないけど、なんか家みたいなのが、家み
たいなのがあるけど、海沿いにすごい沿っているから、津波とか来た
らたいへんなことになりそうだなみたいな、そんな感じです
(S5)やっぱり、私も、最初に見たときにきれいな写真だなと思いま
した、それから、船がたくさんあって、漁業をやっているんだろうな
と患ったんですけど、そんなに大きな港じゃないなっていうのと、あ
とは、斜面に沿って、住宅が密集してて、なんか見たこと、日本でも
とこかで見たことあるかなというのと、あとなんだろう、これを私、
橋だと患ったんですけど、橋の向こうにクレーンみたいなのがあるの
かなっていうか のがあって、向こうのほうは、ちょっと開発が進ん
でいるのかなと思いました
(S4) 日本の港みたいだなと思ったんですけど、あと山の斜面に家が
たくさんあって あと、バス停があるのが、これも思ったんですけ
ど、これ橋みたいなのは、水門なのかなと患ったんですけど、それぐ
らし1かな、あとこれは自本海なのかなと思いました、そうですよね、
東海から日本海、そんなもんです
(S3) そっか、水門にも見えなくもないね、うん、ここは、なぞです
な、二枚自に行きますか
発話データ 63
2 
2 
S3・4・5・613 
(05:07) 
S3・4・5・614 
(S5) あとは、なんだろう、このカンボジアの υトンレサップ淑の移動
手段は、三調べると船だって、雨季は船で移動するものらしいだったん
で、そうすると、ルこの韓留も船で移動できるしiカゥンボジアも船で移
動するんだなって思ったのが一つ、あとは、この7.K.田の移動手段は、
やっぱり確か~;:~ここを移動するのは、、かなり大変そうだなと思った
のといそうんすると、こっちの韓国の住居のほうもし移動すでるのは、こ
ら辺を移動するのはず難じそ。う οだ、なτつfていうのはじ三人で話して
いあっだことですVノタはいぶ以3上ですかね、γノどうぞ。
(S4)ゥトシイレサップ湖ほし雨季以外は、ネットで調べたんですけど、
7.K田とじてj使われているみたいんでfすーだから写真 3と関係があるかな
ど思いまじたぶごどっちも水田v稲育てて、あとトンレサッシプ淑の家が
青でにす。ごいきれいでしだときれいです勾:く
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